
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 企業名/代表者/拠点所在地 トライアル導入対象の製品・サービス「名称」 

1 
株式会社アペルザ 
代表取締役 石原誠(横浜市中区) 

オンライン動画プラットフォーム「アペルザ TV」 

2 
株式会社 Aventino 
代表取締役 金子章子(横浜市港北区) 

髪のボリュームの画像判定機能 

3 
アルケリス株式会社 
代表取締役 藤澤秀行(横浜市金沢区) 

アシストスーツ「アルケリス FX スティック」 

4 
UNTRACKED 株式会社 
代表取締役COO 神谷昭勝(横浜市保土ケ谷区) 

立位年齢検査装置「StA²BLE」 

5 
株式会社 OUI 
代表取締役 清水 映輔(東京都新宿区) 

Smart Eye Camera を活用した眼科予防診療
ソリューション 

6 
株式会社 オメガ・レゾン 
代表取締役 宮崎洋彰(横浜市中区) 

ＡＩエンジン「ＥＩＳＳ（アイス）」 

7 
株式会社カマン 
代表取締役 善積真吾(鎌倉市) 

リユース容器シェアリングサービス「Megloo」 

8 
株式会社きゃりこん. com 
代表取締役 下平光明（神奈川県茅ケ崎市） 

医療介護施設及び中小企業向け「オンライン従業
員ケアサービス」 

9 
株式会社 J-FORTUNE 
代表取締役 山本欣子(横浜市西区) 

ドライバーの日常の健康状態と運転中の健康状
態を可視化 

10 
ジェネクスト株式会社 
代表取締役 笠原一(横浜市港北区) 

AI-Contact モバイル/アルコールチェック代行
サービス 

11 
株式会社 SHO-CASE 
代表取締役 髙村勇介(横浜市中区) 

施工現場の労務管理 

12 
スカイファーム 
代表取締役 木村拓也(横浜市西区) 

デリバリー等のオーダーマネジメントを行える 
システム「OMO」 

令和４年 12 月 26 日 
経 済 局 新 産 業 創 造 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

「トライアル導入コース」（第１弾）の企画 19 件を採択 

横浜市は、将来の横浜経済の成長の担い手となるスタートアップの優れた技術シーズやアイデアの事

業化を後押しするため、「スタートアップ社会実装推進事業」を実施しています。 

本事業において、「試作品等の開発・実証実験」、「市内中小企業及び横浜市役所を導入先とするトライ

アル導入」の２コースでスタートアップから企画提案を募集し、このたび、「トライアル導入コース」（第

１弾）の企画 19 件を採択しました（募集期間：令和４年 11 月 14 日～令和４年 11 月 30 日）。採択され

た企画を提案したスタートアップに対して、令和５年３月までの間、サービスや製品の特性に応じた導

入先の探索やマッチング、導入効果の検証に関するコンサルティングなどの伴走支援を行い、普及推進

につなげています。 

なお、「トライアル導入コース」については、特に行政課題の解決に資する企画に重点を置き、令和４

年 12 月 26 日より、第２弾の募集を開始します。 

トライアル導入コース第１弾の採択企画 19 件 （提案企業名の 50 音順） 

スタートアップ社会実装推進事業 

裏面あり 

～ 今後、トライアル導入に向けた市内中小企業や横浜市役所とのマッチング等を進めます ～ 



 

 

13 
Social Healthcare Design 株式会社 

代表取締役 CEO 亀ヶ谷 正信(横浜市中区) 

健幸度®測定・向上支援 サービス 
「Happiness Book」 

14 
株式会社 Nossa 
代表取締役 福井高志(神奈川県中郡) 

建設現場等向け 360 度リアルタイム動画像によ
る遠隔支援サービス 

15 
株式会社 bacterico  
代表取締役 菅沼 名津季(大阪市北区) 

マタニティ腸内フローラケア「mama flora」 

16 
株式会社ビジネス・プログレス 
代表取締役 田岡賢輔(横浜市港北区) 

展示会場内検索サービス 

17 
株式会社 FromTo 
代表取締役 宮城浩(東京都新宿区) 

自治体のスタートアップ情報プラットフォーム
「47pass(よんななパス)」 

18 
MAKES 合同会社 
代表:平田舞子(横浜市保土ヶ谷区) 

複数事業者の配送状況を把握「一括追跡 Excel
アドイン」 

19 
株式会社 MeSHLIFE 
代表取締役 芦沢吉紀(横浜市西区) 

不動産取引における契約書類作成・管理ツール
「smooos」（スムース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタートアップ社会実装推進事業の概要 

スタートアップの事業化の障壁となっている試作品等の開発・実証実験、トライアル導入の実施から

効果検証までを一気通貫で伴走支援します。 

【支援体制】 

【トライアル導入コース（第２弾）の募集について】 
１.募集対象 
  法人設立後概ね 10 年以内のスタートアップ（詳細な要件は「募集要項」でご確認ください） 
 
２．対象事業 
  脱炭素化、DX をはじめとする最先端分野など、社会課題の解決や横浜の経済成長につながる分野で、
新たなビジネスを創出するための「横浜市内中小企業や横浜市役所を導入先とするトライアル導入」。 
  特に、行政の課題*の解決に資する企画、横浜市役所を導入先とするトライアル導入の企画を優先して
募集します。 ＊行政課題の例は、下記のウェブページに記載しています。 
 
３.募集期間 

令和４年 12 月 2６日（月）１４時～令和５年１月１0 日（火）１７時 
 

４.募集要項・応募方法 
  下記のウェブページに掲載しています。  
  https://yoxo-o.jp/su-jisso/                          
 
＜募集に関するお問合せ＞ 
  横浜市スタートアップ社会実装推進事業 運営事務局(横浜未来機構)  

E-mail:su-info@yoxo.jp         
              
※本事業は、横浜市経済局と横浜未来機構が市民協働事業として実施しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

経済局 新産業創造課長 髙木 秀昭 Tel 045-671-3913 

事業スケジュール 

※本件は、経済記者クラブへも同時発表しています。 

横浜の成長・発展を果たしていくためには、今後の税収や雇用を担う成長性の高いスタートアップを

数多く生み出していくことが重要です。 

令和元年に関内地区に設置したスタートアップ支援拠点「YOXO BOX」を中核としたスタートアップ支

援ネットワークとコミュニティ形成により、横浜市内で有望なスタートアップが生まれています。 

一方で、優れた技術シーズやアイデアを持っていても、試作の開発や実証実験が、資金力など経営資

源の乏しいスタートアップの立ち上げ初期の障壁となっています。 

そこで、本事業により、スタートアップが有する革新的な技術やアイデアの事業化に向け、試作開発

や実証実験や、新たなサービスのトライアル導入を促進することで、社会実装を推進し、急成長するス

タートアップを創出します。 

 また、トライアル導入先を市内中小企業とすることで、中小企業のビジネスモデル転換や生産性の向

上に寄与するほか、横浜市庁内でも実施することで、新たな市民サービスの提供や事業手法転換につな

げていきます。 

事業の背景・意義 


